
Q.2
A 小児で亜鉛不足を疑う症状としては、皮膚炎、脱毛、下痢、

発育不全（体重増加不良、低身長）、貧血、免疫能低下、
味覚異常などがあります。四肢の先端や開口部に丘疹、小水疱
および嚢胞を伴う紅斑等が生ずる腸性肢端皮膚炎は、先天性の
ものと後天性のものとがありますが、いずれも亜鉛不足が関連
しています。
器質的疾患のない低身長症の約6割は亜鉛不足であるといわれ
ていますし、鉄剤投与で改善しない貧血も亜鉛投与で改善する
場合があります。
亜鉛不足の要因はさまざまですが、早期産児、低亜鉛母乳授乳、
偏食、食物アレルギー対策としてのたんぱく質の制限食、投薬、
過激なスポーツなどが考えられます。これらの要因がある小児は
血清亜鉛値を測定して、亜鉛不足を見逃さないことが大切です。

現在の日本において、小児の栄養不足は稀な話ではない。こと亜鉛不足については、
早期産児における体内亜鉛貯蔵量不足、低亜鉛母乳授乳、難治性下痢症などを原因
として生じる可能性がある。亜鉛不足は皮膚炎をはじめ、さまざまな症状に関連があ
ることがわかってきており、小児科診療においても亜鉛の重要性が再認識されつつある。このたびは、小児
科医療が専門で、とくに微量ミネラルの代謝および栄養管理の研究もされている児玉先生に、小児科診療
で亜鉛不足を見逃さないためのポイントを伺った。（取材日2019年10月4日）

小児科診療では、どのようなケースで亜鉛不足を
疑うべきでしょうか。

今や成人・小児問わず低亜鉛血症は決して稀な疾患ではありませんが、
改めて低亜鉛血症の定義についてお教えいただけますでしょうか？

帝京平成大学健康メディカル学部
健康栄養学科 教授 児玉 浩子 先生

～児玉 浩子先生に聞く～

小児にみられやすい亜鉛不足

Q.1
A 低亜鉛血症とは、亜鉛不足状態を血清亜鉛値から捉えた

ものであり、血清亜鉛濃度が低下し、生体内の亜鉛が不
足した状態を指します。
低亜鉛血症を伴う疾患として亜鉛欠乏症があります。亜鉛欠乏症
は、亜鉛欠乏による症状と検査所見（血清亜鉛値、血清ALP値）

から捉えたものです。「亜鉛欠乏症の診療指針2018」における
亜鉛欠乏症の診断基準では、血清亜鉛値が60μg/dL未満を亜
鉛欠乏症、60～80μg/dL未満を潜在性亜鉛欠乏としています
（日本臨床栄養学会誌 2018; 40（2）：120-167.）。

亜鉛欠乏症候群（腸性肢端皮膚炎）の症例
（皮膚炎、びまん性の脱毛、下痢を併発している）
（左）西山茂夫. 皮膚病アトラス. 第5版, 文光堂; 2004; 395
（右）西山茂夫. 内科疾患と皮膚症状. 初版, 中外医学社; 1981; 220

（西山先生ご許諾済み）
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